
「公園デビュ－コ－チ制度（？ 」）

ある障害児・者関係の公共機関主催の 重症児が地域で生活するために をﾃ ﾏのｼﾝﾎﾟｼﾞ「 」 -

。 、「 、ｭ ﾑのｺ ﾃﾞｲﾈ ﾀ を担当した 企画側の意図は 様々なﾆ ｽﾞに対応出来るｻﾎﾟ ﾄのためには- - - - - -

どのような社会資源やﾈｯﾄﾜ ｸが必要か」であった。ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ ﾑでも少し触れたが「地域で- -

生活するため」ということには、私なりには、いつも以下の一つの想いがある。 ご意見

をお聞かせください。

「地域」で「生活」するには、例えば、母親が公園ﾃﾞﾋﾞｭ （象徴的な表現で、医師から-

の宣告の戸惑いから、子どもと共に地域生活にﾎﾟｼﾞﾁﾌﾞになるという意味合い）できるま

、 。 、で 共に公園へ寄り添うｺ ﾁ制度を整備することの方が大切でないかなと思います また-

公園にいる周りの母親達にも、こうした親への係わり方を時にｱﾄﾞﾊﾞｲｽすることも、必要

でしょう。つまり、地域の方々にも理解を促すことも出来ます。それこそが、地域の方々

も障害児と共に「地域」で「生活」するということに、繋がると思います。

障害者が勤務し始めると、何ケ月間か共に通勤し、企業側と本人にｱﾄﾞﾊﾞｲｽする「ｼﾞｮﾌﾞ

ｺ ﾁ制度」は既にありますので、こうした障害児の「 仮称）公園ﾃﾞﾋﾞｭ ｺ ﾁ制度」も可能- - -（

な気がします。

現に、地域の公園ﾃﾞﾋﾞｭ まで、かなりの時間と勇気が必要だったという母親の話も聞い-

たことがあります。かといって、障害児の母親へという目だけでのｻﾎﾟ ﾄだけでは困りま-

す。ある障害の親は、家にかかってくるｾ ﾙｽの電話の時、自分が障害児をもつ親とは知ら-

「 、 」 。れず 一人の大人として会話できるので ほっとする という話も聞いたことがあります

また、養護学校に通っているために、地域の子ども会の名簿に記載されておらず、子ども

会の行事に声もかからず、更に、地域の小学校のﾌﾟ ﾙも使用させてもらえないこともあっ-

たとか。

まず、障害児療育のﾌﾟﾛしての専門知識・技術でのｻﾎﾟ ﾄや既存の制度等の説明以前に、-

まず、母親の不安、戸惑い、願い等に寄り添うことが大切と思います。こうした支援に出

向くｺ ﾁは、障害児をもった親の心理過程を理解し、かなりしっかりした人間性も要求さ-

れます。こうしたｺ ﾁの研修を担うことこそ、ｼﾝﾎﾟを企画したような機関の役割とも思い-

ます。

もちろん、障害のあることを最初に宣告する医療機関（医師）→保健所（保健師）→地

域支援機関（公園ﾃﾞﾋﾞｭ ｺ ﾁ）というように、ｻﾎﾟ ﾄのための連携の構築を含めたものであ- - -

ることは、いうまでもありません。
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